
【整理番号２】

（ ）

Ⅰ　基本事項

Ⅱ　点検項目

事業名 直轄特定漁港漁場整備事業 直轄漁港整備事業

地区名 三石
ミツイシ

事業主体 国（北海道開発局）

事後評価書（期中の評価）

都道府県名 北海道 関係市町村 新
シン

ひだか町
チョウ

期中評価実施の理由 ④

1,430 トン

登録漁船隻数 84 隻 利用漁船隻数 98 隻

１．地区概要

漁港名（種別） 三石漁港（第３種） 漁場名 －

陸揚金額 458 百万円 陸揚量

主な漁業種類 サケ定置網、その他刺網、採藻 主な魚種 カレイ類、コンブ類、タコ類

漁業経営体数 66

6,808,084

費用便益費(B/C)

経営体 組合員数 73 人

事業費 3,590百万円 事業期間 平成29年度～令和10年度

既投資事業費 2,893百万円 事業進捗率(%) 81%

地区の特徴
　三石漁港は、北海道日高地方の西側に位置し、サケ定置網、採藻等の沿岸漁
業の流通拠点であり、周辺海域で操業する道内外のイカ釣り漁業の陸揚基地と
しても重要な役割を担っている。

２．事業概要

事業目的

　日高西部圏域の流通拠点漁港として、防波堤及び主要な陸揚岸壁の耐津波対
策及び道路の液状化対策により、防災対策を強化し、大規模災害時の水産業の
早期再開を図る。また、防波堤及び護岸の整備により、港内静穏度が向上し、
漁業活動の安全性の向上を図る。さらに、道路及び用地の改良整備により、非
効率な作業を解消し、漁業活動の効率化を図る。

主要工事計画 島防波堤(改良)80m、西防波堤65m、西防波堤(改良)1式　ほか

１．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

直前の評価 今回の評価

※別紙「費用対効果分析集計表」のとお
り

総費用（千円） 2,117,958 4,944,904

総便益（千円）

　資材価格や労務単価が大幅に上昇するとともに、現場条件等の変更が必要となった結果、総費
用が増加した。

便益算定項目について変更がある場合はその項目と変更の理由

　便益全体として、原単位の更新や避難対象漁船の増加により便益が増加した。

その他費用対効果分析に係る要因の変化

-3.5m岸壁の整備にあたり、利用者調整および施工期間の再検討により、事業完了年度を変更
(令和8年→令和10年)した。

2,895,253

1.37 1.38

総費用の変更の理由
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Ⅲ　総合評価

該当なし。

　三石地区直轄特定漁港漁場整備事業は、地元漁業者の安全かつ効率的な漁業活動に寄与するだけ
でなく、地域の基幹産業である水産業の維持や道内水産物の安定供給を確保するためにも重要な事
業である。
　事業の必要性・重要性に変化は無く、費用対効果等の投資効果も確保されていることから、事業
計画の見直し及び事業の継続は妥当である。
　引き続き、コスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費および事業期間の管理に努める。

５．地元（受益者、地方公共団体等）の意向

６．事業コスト縮減等の可能性

　西防波堤(改良)の基部側に設置されている消波ブロックを撤去し、港外側に設置する消波ブ
ロックとして流用することで、事業コストの縮減に努める。

１）新ひだか町
三石漁港は、日高西部圏域の流通拠点漁港として重要な役割を担っている。しかし、今後想定

される地震や津波などが発生した場合、漁業活動が長期間休止する懸念があり、水産業の早期再
開のための対策が必要である。また、防波堤からの越波により漁船の安全な係留や操業準備等に
支障が生じているため、漁業活動の安全性確保も必要である。
　このため、三石漁港における継続した整備を強く要望する。

２）ひだか漁業協同組合
三石漁港は、サケ定置網、採藻等の沿岸漁業の拠点であるほか、周辺海域で操業する道内外の

イカ釣り漁業の陸揚拠点としても重要である。また、近年では、新たに管内に整備された水産加
工施設や冷凍・冷蔵施設を通じて、東南アジア向けの水産物輸出拡大に取り組んでいるところで
ある。
　引き続き、これらの機能が確保されるよう、三石漁港の整備継続を強く要望する。

　漁港利用漁業者数は、高齢化に伴う廃業等により減少傾向は見られるものの、地域の取組
もあり後継者も確保されていることから、今後も同程度に推移すると見込まれる。

漁業形態、流通形態について当初想定との相違と将来見通し

ひだか漁業協同組合では、三石漁港における耐津波対策防災機能の強化を目指しており、
津波来襲後における水産業の早期再開による水産物の安定供給を可能にするため、防災対策
の強化に取組んでおり、今後も安定的な漁家経営が見込まれる。

７．代替案の実現可能性

令和7年度までに第1港区の静穏度向上対策に対応した西防波堤、島防波堤(改良)整備のほか、
交通の円滑化・安全性の向上に対応した道路(改良)、用地(改良)の整備等が実施されており、事
業進捗率は81％である。残事業として、越波対策を目的とした西防波堤(改良)の整備や、耐津波
対策に対応した-3.5m岸壁(改良)の整備を令和10年度完了に向けて推進する。

４．関連事業の進捗状況

特になし。

（１）漁業情勢及び漁港施設、漁場施設等の利用状況と将来見通し

計画策定後の漁業集落に関わる社会経済状況、自然状況の当初想定との相違と将来見通し

特になし。

３．事業の進捗状況

漁港施設等の利用状況について当初想定との相違と将来見通し

組合員数は減少傾向にあるものの、ブリのブランド化推進による付加価値向上など、地域
全体で漁業振興に取り組んでいる状況にあり安定的な漁業経営体制が確保されていることか
ら、今後も同程度の利用が見込まれる。

（２）その他社会情勢の変化

２．漁業情勢、社会経済情勢の変化
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１　基本情報

２　評価項目

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

計（総便益額） Ｂ 千円

総費用額（現在価値化）　　Ｃ 千円

費用便益比 Ｂ／Ｃ

事業名 直轄特定漁港漁場整備事業 施設の耐用年数 50年

費用対効果分析集計表

都道府県名 北海道 地区名 三石
ミツイシ

57,515

③漁獲可能資源の維持・培養効果

④漁獲物付加価値化の効果

⑤漁業就労環境の労働環境改善効果

地域産業の活性化 ⑦漁業外産業への効果

生活環境の向上 ⑥生活環境の改善効果

漁業就労環境の向上

非常時・緊急時の対処
⑧生命・財産保全・防御効果 462,099

⑨避難・救助・災害対策効果 5,425,417

自然保全・文化の継承

⑩自然環境保全・修復効果

⑪景観改善効果

⑫地域文化保全・継承効果

4,944,904

1.38

・三石地域マリンビジョンと連携した漁村の活性化
・外来船利用による地域経済の活性化

その他
⑬漁港利用者の利便性向上効果

⑭その他

6,808,084

便
益
の
評
価
項
目
及
び
便
益
額

評価項目 便益額（現在価値化)

水産物の生産性向上

①水産物生産コストの削減効果 863,053

②漁獲機会の増大効果



第２港区

第１港区

東防波堤

西防波堤

島防波堤(改良)

北防波堤(改良)

西防波堤(改良)

西護岸(改良)

-3.5ｍ岸壁(改良)

用地(改良)

道路(改良)

第３港区

護岸(改良)道路護岸

(改良)

第２港区

第１港区

東防波堤

西防波堤

島防波堤(改良)

北防波堤(改良)

西防波堤(改良)

西護岸(改良)

-3.5ｍ岸壁(改良)

用地(改良)

道路(改良)

第３港区

護岸(改良)道路護岸

(改良)
今回評価時の事業計画

第3種 三石漁港

事業主体：国（北海道開発局）
主要工事計画：島防波堤(改良)80m

西防波堤65m、
西防波堤1式 ほか

（直前評価時の事業費及び事業期間）
事業費：2,552百万円
事業期間：平成29年度～平成38(令和8)年度

（今回評価時の事業費及び事業期間）
事業費：3,590百万円
事業期間：平成29年度～令和10年度

直轄特定漁港漁場整備事業 三石地区 事業概要図 【整理番号２】

直近評価時の事業計画



直轄特定漁港漁場整備事業の効用に関する説明資料

１．事業概要

(１) ：

(２) ：

(３) ：

(４) ：

２．総費用便益比の算定

(１)総費用総便益比の総括

(２)総費用の総括

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

維持管理費等 15,850

総費用（消費税込） 3,605,850

内、消費税額 314,007

総費用（消費税抜） 3,291,843

現在価値化後の総費用 4,944,904

用地（改良） 1 式 42,000

計 3,590,000

道路（改良） 1 式 41,000

道路護岸（改良） 1 式 63,000

護岸（改良） 1 式 303,000

-3.5m岸壁(改良) L= 90.0 308,000

西防波堤（改良） 1 式 500,000

西護岸（改良） 1 式 57,000

島防波堤（改良） L= 80.0 1,328,000

北防波堤（改良） 1 式 94,000

東防波堤 L= 50.0 85,000

西防波堤 L= 65.0 769,000

総費用総便益比 ②÷① 1.38

施設名 整備規模 事業費(千円)

総費用(現在価値化) ① 4,944,904 (千円)

総便益額(現在価値化) ② 6,808,084 (千円)

工 期 令和29年度～令和10年度

「水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン」(令和7年6月改訂 水産庁)及び同「参考資料」(令和7年6月改訂 水産庁)等
に基づき算定。

区分 算定式 数値

三石地区 

事 業 目 的 　日高西部圏域の流通拠点漁港として、防波堤及び主要な陸揚岸壁の耐津波
対策及び道路の液状化対策により、防災対策を強化し、大規模災害時の水産
業の早期再開を図る。また、防波堤及び護岸の整備により、港内静穏度が向
上し、漁業活動の安全性の向上を図る。さらに、道路及び用地の改良整備に
より、非効率な作業を解消し、漁業活動の効率化を図る。

主 要 工 事 計 画 島防波堤(改良)80.0m、西防波堤65.0m、西防波堤（改良）一式　ほか

事 業 費 3,590百万円 

1
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(３)年間標準便益

漁獲機会の増大効果 3,205 ・外郭施設整備による外来船の漁獲量の増加

計 382,544

生命・財産保全・防御効果 30,270 ・津波対策による漁業活動損失の回避及び施設復旧費の削減

避難・救助・災害対策効果 302,319 ・漁港整備による海難損失の回避

水産物生産コストの削減効果 46,750

・外郭施設整備により係留、見回り及び上下架作業時間の短縮
・外郭施設整備による漁船耐用年数の延長
・外郭施設整備による航行作業時間の短縮
・外郭施設等整備による漁船・クレーン移動時間の短縮
・道路整備による積込作業時間の短縮
・外郭施設整備による外来船の漁場までの航行時間の短縮

区分
効果項目

年間標準
便益額
(千円)

効果の要因

2
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（４）費用及び便益の現在価値算定表

-9 H28

-8 H29

-7 H30

-6 R1

-5 R2

-4 R3

-3 R4

-2 R5

-1 R6

0 R7

1 R8

2 R9

3 R10

4 R11

5 R12

6 R13

7 R14

8 R15

9 R16

10 R17

11 R18

12 R19

13 R20

14 R21

15 R22

16 R23

17 R24

18 R25

19 R26

20 R27

21 R28

22 R29

23 R30

24 R31

25 R32

26 R33

27 R34

28 R35

29 R36

30 R37

31 R38

32 R39

33 R40

34 R41

35 R42

36 R43

37 R44

38 R45

375,730

375,417

375,109

374,804

374,504

374,207

373,915

98,343

94,177

115,077

110,509

106,322

102,143

90,762

86,980

83,577

124,611

120,027

302,319

152,546

146,413

140,666

135,304

129,953

371,974

371,711

371,452

373,626

373,342

373,061

372,784

372,510

372,240

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

302,319

20,236

19,966

21,641

21,352

21,068

20,787

20,510

19,700

19,437

19,178

21,933

23,456

23,143

22,835

22,530

22,230

3,205

3,205

3,205

3,205

3,205

46,750

46,750

46,750

46,750

46,750

46,750

46,750

46,750

46,750

46,750

3,205

3,205

3,205

3,205

3,205

3,205

3,205

3,205

3,205

3,205

3,205

65

82

79

76

73

70

67

117

112

108

104

100

96

92

89

85

46,750

46,750

46,750

46,750

46,750

46,7500.285

0.274

0.264

0.253

0.244

0.234

0.361

0.347

0.333

0.321

0.308

0.296 1.000

1.000

317

317

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

0.475

158,6923,205 23,773 302,319 376,0470.422 1.000 317 122 46,750

0.406

0.390

0.375

288

288

288

24,094 302,319 376,368 165,226

24,420 302,319 376,694 171,772

317 126 46,750 3,205

317 131 46,750 3,205

317

317

317

317

317

317

317

25,423 302,319 377,697 193,759

25,767 302,319 378,041 201,874

317 148 46,750 3,205

317 154 46,750 3,205

24,750 302,319 377,024 179,086

25,084 302,319 377,358 186,415

317 137 46,750 3,205

317 142 46,750 3,205

26,115 302,319 378,389 210,006

26,468 302,319 378,742 218,534

317 160 46,750 3,205

26,825 302,319 379,099 227,838

317 166 46,750 3,205288

288

302,319 379,462 237,164

317 173 46,750 3,205

379,829 246,889

317 180 46,750 3,205 27,188

317 187 46,750 3,205 27,555 302,319288

288

288

3,205 27,928 302,319 380,202

28,305 302,319 380,579

0.676 1.000 317 195 46,750

278,483

0.703 1.000 317 202 46,750 3,205

3,205 28,688 302,319 380,962

257,017

267,547288

288

29,075 302,319 381,349 289,825

0.731 1.000 317 211 46,750

301,576

0.760 1.000 317 219 46,750 3,205

3,205 29,468 302,319 381,742

288

288

29,866 302,319 382,140 314,119

0.790 1.000 317 228 46,750

327,075

0.822 1.000 317 237 46,750 3,205

3,205 30,270 302,319 382,544

288

288

0 0 4,871 4,330

0.855 1.000 317 246 46,750

4,506

0.889 1.000 194,282 157,015 4,871 0

0 0 0 4,871

176,620

288

0 0 4,871 4,686

0.925 1.000 171,238 143,996 4,871

4,871

0.962 1.000 221,238 193,482 4,871 0

0 0 0 4,871

155,671

201,125

0 0 4,549 4,731

1.000 1.000 111,230 101,118 4,871

0

1.040 1.000 107,223 101,374 4,549 0

0 0 0 0

97,475

101,118

0 0 0 0

1.082 1.070 166,191 174,915 0

0

1.125 1.191 232,123 282,742 0 0

0 0 0 0

211,021

151,083

421,576 0212,963

546,296

557,273

0 0 0 0

1.170 1.295 212,117 292,172 0

0

1.217 1.342 743,000 1,103,163 0 0

0 0 0 0

675,455

192,834

1.369 1.446 230,000

1.316 1.401

1.423 1.484 0 0 0 0

生命・財
産保全・
防御効果

避難・救
助・災害
対策効果

計
現在価値
(千円)

① ② ①×②×③ ④

現在価値
(維持管理費

含む)

0

 水産物
生産コス
トの削減

効果

漁獲機会
の増大効

果

評
価
期
間

年
度

割引率
デフレー

タ
事業費
(維持管
理費含
む)

事業費
(税抜)

③

288

288

288

288

288

1.265 1.363 613,000

288

288

288

288

288

288

288

288

288

288

288

317

317

317

0.225

590,000

1.000

1.000

1.000

1.000

0.555

0.534

0.513

0.494

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

317

317

0.456

0.439

0.650

0.625

0.601

0.577

317

317

0 0 - -

①×④

0 0 0 0

960,847 0

0

1,007,215 0 0

0 0 0 0

便益(千円)費用(千円)

288

288

288

288

3

【整理番号２】



39 R46

40 R47

41 R48

42 R49

43 R50

44 R51

45 R52

46 R53

47 R54

48 R55

49 R56

50 R57

51 R58

52 R59

53 R60

※評価期間は、便益対象施設が複数ある場合、各施設の整備毎に効果が発生するものとして算定

※端数処理のため各項目の和は必ずしも合計とはならない。

0

3,646

0.130 1.000 79 9 0

74,139

3,205

51

3,205

3,205

3,205

288

182

302,319

00

46,750

46,750

46,750

370,450

370,207

369,968

369,732

22,096

00.125 1.000

80,550302,319

302,319 77,156

71,497

68,488

65,854

63,224

302,319

371,196

370,944

370,695302,319

302,319

302,319

17,225

18,670

18,421

18,176

17,933

17,694

17,458

18,922

3,205

3,205

3,20562

60

58

56

53

46,750

4,871

46,750

46,750

46,750

0.193

0.185

317

317

1.000

1.000

1.000

0.217

0.208

0.200

1.000

1.000

1.0000.178

0 0 0 0

2,302

0.135 1.000 79 10 0 0

0 16,325 0 16,325

計 3,605,850 4,944,904 6,808,084

0 0 0 0

00 0 0 0

35 4

16,546 0 16,868 2,463

0.141 1.000 87 11 0

2,598

0.146 1.000 94 12 322 0

0 16,769 0 17,0910.152 1.000 126 17 322

0.158 1.000 194 28 322 0

1.000

1.000

0.171

0.165

49

317

317

200

288

288

16,996 0 17,318 2,736

317

317

317

30

288

288

288

288

72

32

176

115

85

79

72

計

4

【整理番号２】



３．効果額の算定方法
(1) 水産物生産コストの削減効果

①

④

⑤

年間便益額 （千円/年) ⑧

⑫

⑬

外郭施設整備による係留、見回り及び上下架作業時間の短縮
　現状では港内静穏度が悪いことから、荒天時には漁船間の接触・岸壁への衝突を防ぐため、通常よりも係留ロー
プ数を増やすなどの強固な係留作業を行っている状況である。
　外郭施設整備後は、港内静穏度が向上することから、荒天時の強固な係留作業時間が削減される。

15,900

(円/時間) 2,075

定置網漁業(10～20t) (円/時間) 2,508

労務単価 ⑥

(円/時間) 2,843

34.3

刺網・かご漁業等(3～5t) （回/年）

16.7

イカ釣り漁業(3～5t)

イカ釣り漁業(5～10t)

イカ釣り漁業(10～20t)

刺網・かご漁業等(5～10t) （回/年）

刺網・かご漁業等(10～20t) （回/年）

作業時間

(整備前)

34.3

（人/隻） 3

作業人数

定置網漁業(10～20t) （人/隻）

②

10

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

(整備後)

対象漁船の操業期間における波浪注意報発
令回数（札幌管区気象台）

34.3

2.00

(時間/回) 0

対象回数

定置網漁業(10～20t) （回/年）

③

刺網・かご漁業等(10～20t) (円/時間)

刺網・かご漁業等(10～20t) （隻）

(時間/回)

区分 数量

2

刺網・かご漁業等(3～5t)

刺網・かご漁業等(10～20t) （人/隻） 4

刺網・かご漁業等(3～5t) （人/隻） 2

刺網・かご漁業等(5～10t)

イカ釣り漁業(3～5t) 2

①

イカ釣り漁業(5～10t)

イカ釣り漁業(10～20t)

（回/年）

（回/年）

（回/年）

16.5

16.5

16.5

備考

漁船隻数

定置網漁業(10～20t) （隻）

3

5

（人/隻）

（人/隻）

（人/隻）

3

刺網・かご漁業等(5～10t) （隻） 6

（隻） 6

イカ釣り漁業(3～5t) (円/時間) 2,075

イカ釣り漁業(5～10t) (円/時間) 2,843

イカ釣り漁業(10～20t) (円/時間) 2,508

刺網・かご漁業等(5～10t)

4,552

イカ釣り漁業(3～5t)

イカ釣り漁業(5～10t)

イカ釣り漁業(10～20t)

（隻）

（隻）

（隻）

1

8

11

2,252

イカ釣り漁業(10～20t) (千円/年)

令和5年漁業経営調査報告(農林水産省大臣
官房統計部,令和7年3月)より

刺網・かご漁業等(3～5t)

イカ釣り漁業(5～10t) (千円/年)

⑦

1,675

①×②×③×(④-⑤)×⑥/1,000強固な係留作業時間の削減

定置網漁業(10～20t) (千円/年)

⑦の合計

1,708

3,511

2,065

刺網・かご漁業等(3～5t) (千円/年)

刺網・かご漁業等(5～10t) (千円/年)

刺網・かご漁業等(10～20t) (千円/年)

イカ釣り漁業(3～5t) (千円/年) 137

2,508

日高中部海域　波浪注意報以上発令時間
（札幌管区気象台）

35.8

35.8

刺網・かご漁業等(5～10t) (回/年) 34.3

刺網・かご漁業等(10～20t) (回/年) 34.3

イカ釣り漁業(3～5t) (回/年) 16.5

対象回数

定置網漁業(10～20t) (回/年)

⑨

16.7

刺網・かご漁業等(3～5t) 34.3(回/年)

イカ釣り漁業(5～10t) (回/年) 16.5

イカ釣り漁業(10～20t) (回/年) 16.5

作業人数

定置網漁業(10～20t) （人/隻）

⑩

2

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

2

2

2

刺網・かご漁業等(3～5t) （人/隻）

刺網・かご漁業等(5～10t) （人/隻）

刺網・かご漁業等(10～20t) （人/隻）

イカ釣り漁業(3～5t) 2

イカ釣り漁業(5～10t) （人/隻） 2

イカ釣り漁業(10～20t) （人/隻） 2

（人/隻）

見回り時間間
隔

(整備前) (時間/回) 8

(整備後) (時間/回) 24

イカ釣り漁業(10～20t) （時間） 39.2

波浪注意報以上発令
1回当たり継続時間

定置網漁業(10～20t) （時間）

⑪

31.8

刺網・かご漁業等(3～5t) （時間）

刺網・かご漁業等(5～10t) （時間）

刺網・かご漁業等(10～20t) （時間） 35.8

イカ釣り漁業(3～5t) （時間） 39.2

イカ釣り漁業(5～10t) （時間） 39.2

24 時間／1日当り作業回数 3回

24 時間／1日当り作業回数 1回

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

対象漁船の操業期間における波浪注意報発
令回数（札幌管区気象台）

5

【整理番号２】



年間便益額 （千円/年) ⑰

㉑

㉒

㉓

㉔

年間便益額 （千円/年) ㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

㉜

定置網漁業(10～20t) (時間/回) 0.60

(千円/年)

刺網・かご漁業等(10～20t) (千円/年)

イカ釣り漁業(3～5t) (千円/年) 168

イカ釣り漁業(5～10t) (千円/年) 1,839

⑭

(時間/回)

(時間/回)

(時間/回)
作業時間

0.60

0.60

0.60

0.50

0.50

0.50

見回り作業時間の短縮

定置網漁業(10～20t) (千円/年)

⑯

377

刺網・かご漁業等(3～5t)

刺網・かご漁業等(5～10t)

(整備後)

(時間/回)

(時間/回)

(時間/回)

(時間/回)

(時間/回)

(時間/回)

⑮

定置網漁業(10～20t) (時間/回) 0.10

(整備前)

刺網・かご漁業等(3～5t)

刺網・かご漁業等(5～10t)

刺網・かご漁業等(10～20t)

イカ釣り漁業(3～5t)

イカ釣り漁業(5～10t)

イカ釣り漁業(10～20t)

(時間/回)

(時間/回)

(時間/回)

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

刺網・かご漁業等(5～10t) （隻） 6

刺網・かご漁業等(10～20t) （隻） 3

刺網・かご漁業等(3～5t) （隻） 6

0.10

0.10

0.10

0.00

0.00

0.00

2,166

2,230

11,056

イカ釣り漁業(10～20t) (千円/年)

⑯の合計

刺網・かご漁業等(10～20t)

イカ釣り漁業(3～5t)

イカ釣り漁業(5～10t)

イカ釣り漁業(10～20t)

①×⑨×⑩×(⑪/⑫×⑭-⑪/⑬×⑮)×⑥
/1,000

2,967

1,309

刺網・かご漁業等(3～5t) (千円/年)

刺網・かご漁業等(5～10t)

刺網・かご漁業等(3～5t) （回/年） 34.3

刺網・かご漁業等(5～10t) （回/年） 34.3

刺網・かご漁業等(10～20t) （回/年） 34.3

漁船隻数 ⑱

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

対象回数

定置網漁業(10～20t) （回/年）

⑲

16.7

対象漁船の操業期間における波浪注意報発
令回数（札幌管区気象台）

定置網漁業(10～20t) （隻） 2

刺網・かご漁業等(3～5t) 29

刺網・かご漁業等(5～10t)

刺網・かご漁業等(10～20t) （時間） 35.8

(km/往復) 2.00走行距離 1往復あたり

（時間）

（時間）

波浪注意報以上発令
1回当たり継続時間

定置網漁業(10～20t) （時間）

⑳

31.8

日高中部海域　波浪注意報以上発令時間
（札幌管区気象台）

刺網・かご漁業等(3～5t) 35.8

刺網・かご漁業等(5～10t) 35.8

29

刺網・かご漁業等(10～20t) (千円/年) 14

GDPデフレータ

76 ㉕の合計

採介藻漁業(0～3t) （隻） 27漁船隻数

走行経費 (円・台/km) 23.57
費用分析マニュアル（国土交通省道路局、
都市局　令和7年8月）

令和7年 110.2
内閣府経済社会総合研究所

令和6年 110.2

車両経費の削減

定置網漁業(10～20t) (千円/年)

㉕

4

⑱×⑲×(⑳/⑫－⑳/⑬)×㉑×㉒×㉓/㉔
/1,000

(千円/年)

(千円/年)

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

対象回数 採介藻漁業(0～3t) （回/年） 8.9

波浪注意報以上発令
1回当たり継続時間

採介藻漁業(0～3t) （時間） 37.5

作業人数 採介藻漁業(0～3t) （人/隻） 2

採介藻漁業(0～3t) (時間) 8

(時間) 24

(整備前)

(整備後)

見回り時間間
隔

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

日高中部海域　波浪注意報以上発令時間
（札幌管区気象台）

24 時間／1日当り作業回数 3回

24 時間／1日当り作業回数 1回採介藻漁業(0～3t)

対象漁船の操業期間における波浪注意報発
令回数（札幌管区気象台）

6

【整理番号２】



㉝

㉞

㉟

㊱

年間便益額 （千円/年) ㊲

㊳

㊴

㊵

㊶

㊷

年間便益額 （千円/年) ㊸

㊹

㊺

㊻

㊼

㊽

㊾

年間便益額 （千円/年) ㊿

51

52

53

年間総便益額 （千円/年) 54

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

本特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ) 355.0

按分率 40.2%  52 ／( 51＋52 ）

13,584 (⑧+⑰+㉖)× 53 +㊲+㊸+㊿

労務単価 採介藻漁業(0～3t) (円/時間) 1,632
令和5年漁業経営調査報告書(農林水産省大
臣官房統計部、令和7年3月）より

上下架作業時間の短縮 (千円/年) 599 ㉗×㊹×㊺×(㊻－㊼)×㊽/1,000

599 ㊾の合計

(ｍ) 527.0前特定計画における便益対象施設の整備延長

対象回数 採介藻漁業(0～3t) （回/年） 40

作業人数 採介藻漁業(0～3t) （人/隻） 2

作業時間
(整備前) 採介藻漁業(0～3t) (時間/回) 0.33

(整備後) 採介藻漁業(0～3t) (時間/回) 0.16

走行経費

GDPデフレータ

1往復あたり

費用分析マニュアル（国土交通省道路局、
都市局　令和7年8月）

内閣府経済社会総合研究所
令和7年 110.2

作業時間

(整備前) 採介藻漁業(0～3t) (時間/回) 0.60

(整備後) 採介藻漁業(0～3t) (時間/回) 0.10

令和5年漁業経営調査報告書(農林水産省大
臣官房統計部、令和7年3月）より

㉗×㉘×㉙×(㉚/㉛×㉝-㉚/㉜×㉞)×㉟
/1,000

㉗×㉘(㉚/㉜-㉛/㉜)×㊳×㊴×㊵/㊶
/1,000

見回り作業時間の短縮 (千円/年) 2,083

2,083 ㊱の合計

走行距離 (km/往復) 2.00

(円・台/km) 23.57

令和6年 110.2

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

労務単価 採介藻漁業(0～3t) (円/時間) 1,632

車両経費の削減 (千円/年) 35

35 ㊷の合計

7
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②

年間便益額 （千円/年) ⑧

⑨

⑩

⑪

年間総便益額 （千円/年) ⑫

イカ釣り漁業(5～10t) （隻） 8

イカ釣り漁業(10～20t) （隻） 11

平均トン数

（隻） 1

5～10t

漁船隻数

定置網漁業(10～20t) （隻）

①

2

刺網・かご漁業等(3～5t) 6

刺網・かご漁業等(5～10t) 6

刺網・かご漁業等(10～20t) 3

（隻）

10～20t

（隻）

(t/隻)

(t/隻)

(t/隻)

イカ釣り漁業(3～5t)

4.7

9.6

19.1

イカ釣り漁業(5～10t) (千円/年) 6,320

イカ釣り漁業(10～20t) (千円/年) 14,619

前特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ) 527.0

本特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ) 355.0

按分率 40.2% ⑩/(⑨＋⑩)

23,425 ⑧×⑪

イカ釣り漁業(5～10t) (千円/t) 5,009

イカ釣り漁業(10～20t) (千円/t) 5,009

漁船耐用年数の延長

定置網漁業(10～20t) (千円/年)

⑦

4,970

①×②×③/12×（1/④-1/⑤）×⑥

(千円/年) 6,290

(千円/年) 12,847

(千円/年) 12,780

刺網・かご漁業等(3～5t)

刺網・かご漁業等(5～10t)

刺網・かご漁業等(10～20t)

イカ釣り漁業(3～5t) (千円/年) 446

造船造機統計調査（国土交通省）より

(千円/t) 5,009

(千円/t) 5,009

(千円/t) 5,009

刺網・かご漁業等(3～5t)

刺網・かご漁業等(5～10t)

刺網・かご漁業等(10～20t)

イカ釣り漁業(3～5t) (千円/t) 5,009

(整備前)

(整備後) ⑤刺網・かご漁業等(10～20t)

イカ釣り漁業(3～5t) (年） 10.17

イカ釣り漁業(5～10t) (年）

10.17

10.17

係留月数

定置網漁業(10～20t) (ヶ月)

③

7

(ヶ月) 12刺網・かご漁業等(3～5t)

刺網・かご漁業等(5～10t)

イカ釣り漁業(10～20t) (ヶ月) 5

(ヶ月) 5

イカ釣り漁業(5～10t) (ヶ月) 5

(ヶ月) 12

3t未満 (t/隻)

②

1.0

3～5t

（隻）

(年） 10.17

耐用年数

7.00

刺網・かご漁業等(3～5t)

定置網漁業(10～20t) (年）

(年） 7.00

58,272

イカ釣り漁業(5～10t) (年） 7.00

イカ釣り漁業(10～20t)

刺網・かご漁業等(5～10t) (年） 7.00

刺網・かご漁業等(10～20t)

漁船建造費

定置網漁業(10～20t) (千円/t)

⑥

5,009

(年）

10.17

刺網・かご漁業等(3～5t)

刺網・かご漁業等(5～10t) (年）

(年） 7.00

(年） 7.00

備考

外郭施設整備による漁船耐用年数の延長

　現在、港内静穏度が悪いため、係留時に漁船間、岸壁との接触・衝突が多い状況である。
　整備後は、外郭施設整備による港内静穏度の向上により漁船の耐用年数が延長する。

区分 数量

10.17

(年）

定置網漁業(10～20t)

(年） 10.17

イカ釣り漁業(3～5t) (年） 7.00

刺網・かご漁業等(10～20t) (ヶ月) 12

イカ釣り漁業(3～5t)

④

イカ釣り漁業(10～20t)

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

減価償却資産の耐用年数等に関する省令
（財務省）

水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドラ
イン(R7.6)

⑦の合計
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【整理番号２】



③

④

⑤

かご漁業(0～3t)

タコ漁業(10～20t)

かご漁業(10～20t) （人/隻） 4

20

定置網漁業(0～3t) （日間）

（日間） 20

刺網漁業(0～3t) （日間） 60

（日間）刺網漁業(3～5t) 60

刺網漁業(5～10t) （日間） 60

刺網漁業(10～20t) （日間） 60

タコ漁業(10～20t) （人/隻） 4

イカ釣り漁業(3～5t) （人/隻） 2

（人/隻） 10

桁ひき網漁業(3～5t) （人/隻） 2

タコ漁業(0～3t) （人/隻） 2

タコ漁業(3～5t)

かご漁業(3～5t)

タコ漁業(5～10t) （人/隻） 3

3

刺網漁業(10～20t) （人/隻） 4

5

刺網漁業(0～3t) （人/隻） 2

作業人数

定置網漁業(0～3t) （人/隻）

（人/隻） 2

イカ釣り漁業(5～10t) （人/隻） 6

イカ釣り漁業(10～20t) （人/隻）

航行時間

(整備前)

(整備後)

（日間）

作業日数

かご漁業(10～20t) （日間） 84

イカ釣り漁業(5～10t)

タコ漁業(5～10t) （日間） 96

桁ひき網漁業(3～5t) （日間） 60

タコ漁業(0～3t) （日間） 96

タコ漁業(3～5t) （日間）

かご漁業(3～5t)

（日間）

(時間/日) 0.16

(時間/日) 0.06

2

3

84

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

96

60

60

20

96

かご漁業(0～3t) （人/隻） 2

（日間）

（日間）

イカ釣り漁業(10～20t)

イカ釣り漁業(3～5t)

③

定置網漁業(10～20t) （日間）

かご漁業(5～10t)

（日間）

（日間） 84

84

刺網漁業(3～5t)

刺網漁業(5～10t)

刺網漁業(10～20t)

かご漁業(0～3t)

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

1

3

3

1

②

2

定置網漁業(10～20t)

かご漁業(5～10t)

（人/隻）

（人/隻）

（人/隻）刺網漁業(3～5t) 2

刺網漁業(5～10t) （人/隻）

タコ漁業(5～10t) （隻） 6

タコ漁業(10～20t) （隻） 3

イカ釣り漁業(3～5t) （隻） 1

タコ漁業(3～5t) （隻） 6

①

4

定置網漁業(10～20t) （隻） 2

桁ひき網漁業(3～5t) （隻） 2

タコ漁業(0～3t) （隻） 3

イカ釣り漁業(10～20t) 11

刺網漁業(0～3t) （隻） 10

かご漁業(10～20t) （隻） 3

かご漁業(3～5t)

かご漁業(5～10t)

（隻）

（隻）

4

6

（隻）

イカ釣り漁業(5～10t) （隻） 11
漁船隻数

（隻）

定置網漁業(0～3t)

外郭施設整備による航行作業時間の短縮
　現在、航路及び港内の静穏度が悪く、岸壁や漁船間の接触の危険性が高いため、出入港の際には慎重な航行を強
いられている。外郭施設整備により、静穏度の向上が図られ、出入港の際に生じている不要な時間の削減が図られ
る。

区分 数量 備考
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年間便益額 （千円/年) ⑧

⑨

（PS)

215

391

46

刺網漁業(3～5t) （PS) 215

刺網漁業(5～10t) （PS) 215

タコ漁業(5～10t) （PS) 215

タコ漁業(10～20t) （PS) 391

イカ釣り漁業(3～5t) （PS) 215

イカ釣り漁業(5～10t) （PS) 215

刺網漁業(0～3t)

刺網漁業(10～20t) （PS)

239

タコ漁業(5～10t)

タコ漁業(10～20t) (千円/年) 289

漁船馬力

定置網漁業(0～3t) （PS)

⑩

46

北海道漁船統計表（令和5年）

定置網漁業(10～20t) （PS) 391

桁ひき網漁業(3～5t) （PS) 215

タコ漁業(0～3t) （PS) 46

タコ漁業(3～5t) （PS) 215

215

かご漁業(10～20t) （PS) 391

(千円/年) 196

(千円/年)刺網漁業(3～5t) 25

刺網漁業(5～10t) (千円/年) 154

時間削減による作業経費の
削減

定置網漁業(0～3t) (千円/年)

⑦

78

①×②×③×(④－⑤)×⑥/1,000

定置網漁業(10～20t) (千円/年) 301

桁ひき網漁業(3～5t) (千円/年) 50

刺網漁業(10～20t) (千円/年)

(千円/年) 491

イカ釣り漁業(10～20t) (千円/年) 276

タコ漁業(0～3t) (千円/年) 94

タコ漁業(3～5t) (千円/年)

令和5年漁業経営調査報告(農林水産省大臣
官房統計部,令和7年3月)より

かご漁業(5～10t) (円/時間) 2,843

2,075

イカ釣り漁業(5～10t)

タコ漁業(5～10t) (円/時間) 2,843

2,508

かご漁業(0～3t) (円/時間)

タコ漁業(0～3t)

2,508

イカ釣り漁業(3～5t) (円/時間)

労務単価 ⑥

1,632

(円/時間)かご漁業(3～5t) 2,075

(円/時間) 2,843

刺網漁業(0～3t) (円/時間) 1,632

(円/時間)刺網漁業(3～5t) 2,075

刺網漁業(5～10t) (円/時間) 2,843

タコ漁業(10～20t) (円/時間)

181

かご漁業(0～3t) (千円/年) 27

イカ釣り漁業(3～5t) (千円/年) 8

イカ釣り漁業(5～10t) (千円/年) 375

イカ釣り漁業(10～20t) (円/時間)

イカ釣り漁業(10～20t) （PS) 391

かご漁業(5～10t) （PS)

定置網漁業(0～3t) (円/時間) 1,632

定置網漁業(10～20t)

かご漁業(0～3t) （PS) 46

かご漁業(3～5t) （PS)

(円/時間) 1,632

(千円/年)かご漁業(3～5t) 139

かご漁業(5～10t) (千円/年) 430

かご漁業(10～20t) (千円/年) 253

(円/時間) 2,508

桁ひき網漁業(3～5t) (円/時間) 2,075

タコ漁業(3～5t)

3,606 ⑦の合計

かご漁業(10～20t) (円/時間) 2,508

刺網漁業(10～20t) (円/時間)

刺網漁業(0～3t)

2,075

2,508

(円/時間)

0.17
水産基盤整備事業費用対効果分析のガイド
ライン-参考資料-（令和7年6月、水産庁）

漁船燃費　　 (kg/PS/h)
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年間便益額 （千円/年) ⑭

⑮

⑯

⑰

年間総便益額 （千円/年) ⑱

(千円/年) 7

(千円/年)

刺網漁業(5～10t)

刺網漁業(10～20t)

かご漁業(0～3t)

刺網漁業(0～3t) (千円/年) 53

(千円/年) 26

本特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ) 355.0

按分率 40.2% ⑯/(⑮＋⑯)

2,248 (⑧+⑭)×⑰

1,985 ⑬の合計

前特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ) 527.0

(千円/年) 237

(千円/年) 215

イカ釣り漁業(3～5t) (千円/年) 9

(千円/年) 90

イカ釣り漁業(10～20t) (千円/年) 164

(千円/年) 135

かご漁業(5～10t)

かご漁業(10～20t)

出入港時の漁船燃料費の削
減

定置網漁業(0～3t) (千円/年)

⑬

22

①×③×(④－⑤)×⑨×⑩×⑪/⑫/1,000

定置網漁業(10～20t) (千円/年) 93

桁ひき網漁業(3～5t) (千円/年) 51

(千円/年) 25

(千円/年) 246

燃油重量

定置網漁業(0～3t) (kg/m3)

⑫

820

水産基盤整備事業費用対効果分析のガイド
ライン-参考資料-（令和7年6月、水産庁）

定置網漁業(10～20t) (kg/m3) 820

タコ漁業(5～10t) (円/l) 96.7

タコ漁業(10～20t) (円/l) 96.7

イカ釣り漁業(3～5t) (円/l) 95.7

イカ釣り漁業(5～10t) (円/l) 96.7
燃油単価

定置網漁業(0～3t) (円/l)

⑪

95.7

石油製品価格調査（経済産業省資源エネル
ギー庁資源・燃料部）

定置網漁業(10～20t) (円/l) 95.7

桁ひき網漁業(3～5t) (円/l) 95.7

タコ漁業(0～3t) (円/l) 96.7

タコ漁業(3～5t) (円/l) 95.7

刺網漁業(3～5t)

820

(kg/m3) 860

タコ漁業(0～3t) (kg/m3) 860

イカ釣り漁業(5～10t)

かご漁業(10～20t) (kg/m3)

143

(千円/年) 207

(千円/年) 188

かご漁業(3～5t)

860

イカ釣り漁業(5～10t)

タコ漁業(0～3t)

タコ漁業(3～5t)

タコ漁業(5～10t)

820

かご漁業(5～10t)

イカ釣り漁業(10～20t) (kg/m3) 860

刺網漁業(0～3t) (kg/m3)

タコ漁業(10～20t)

かご漁業(3～5t) (kg/m3)

(kg/m3)

(千円/年) 74

860

桁ひき網漁業(3～5t) (kg/m3) 820

タコ漁業(10～20t)

刺網漁業(5～10t) (kg/m3) 860

刺網漁業(10～20t) (kg/m3) 860

かご漁業(0～3t) (kg/m3) 860

860

刺網漁業(3～5t) (kg/m3) 820

イカ釣り漁業(10～20t)

(円/l) 95.7

刺網漁業(5～10t) (円/l) 96.7

(kg/m3) 860

イカ釣り漁業(3～5t)

タコ漁業(3～5t) (kg/m3)

刺網漁業(3～5t)

タコ漁業(5～10t) (kg/m3) 860

(円/l) 95.7

かご漁業(5～10t) (円/l) 96.7

かご漁業(10～20t) (円/l) 96.7

(円/l) 96.7

刺網漁業(0～3t) (円/l) 96.7

刺網漁業(10～20t) (円/l) 96.7

かご漁業(0～3t) (円/l)

(kg/m3) 820

かご漁業(3～5t)

96.7
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④

①

②

③

④

⑤

年間便益額 （千円/年) ⑥

クレーン

漁船

クレーン

漁船

クレーン

漁船

クレーン

漁船

クレーン

漁船

年間便益額 （千円/年) ⑬

年間総便益額 （千円/年) ⑭

毎月勤労統計調査　全国調査・地方調査
（令和7年5月）：一般利用者
①×②×③×④/1,000

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

クレーン (台,隻) 2

8

平均作業時間

298 ⑤の合計

⑨

作業人数

備考

3

労務単価 (円/時間) 2,210

27

2

1.5

（人/回） 15

作業時間 3

作業回数 (回/年)

数量

外郭施設等整備による漁船・クレーン移動時間の短縮

　第３港区では、ふ頭での越波および道路護岸での越波が著しい状況にあり、斜路上に玉石の打ち上げなどの被害
が生じている。このため、注意報が発令される程度の荒天時には、ふ頭に設置しているクレーン（昆布陸揚用）及
び船揚場の漁船を高台に移動する作業が発生している。
　護岸の改良により越波が抑えられ、移動に要する経費が削減される。

対象数量

作業人数

漁船 (台,隻)

2,210

漁船・クレーン避難作業に
おける労務費の削減

(円/時間)

⑥+⑬

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

採藻漁期中の波浪注意報発令回数（札幌管
区気象台）

毎月勤労統計調査　全国調査・地方調査
（令和7年5月）：一般利用者

⑦×⑧×⑨×⑩×⑪/1,000

年間作業回数
(回/年) 8.9

(回/年) 8.9

⑦

⑧

1.0

清掃作業時間の削減 (千円/年) 298

区分

(時間/回)

労務単価
(円/時間)

⑩

⑪
2,210

(千円/年)
⑫

472

(千円/年) 1,062

1,832

⑫の合計1,534

(人/台,人/隻)

(人/台,人/隻)

(時間/台、時間/隻)

(時間/台、時間/隻)
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⑤

年間便益額 （千円/年) ⑧

区分 数量 備考

道路整備による積込作業時間の短縮

　現状では、荷捌所の背後で出荷作業を行っているが、荷捌所背後の道路は、老朽化による不陸から、水たまり等
が生じていることに加え、水産物輸送のための停車帯が整備されておらず、待機トラックが路肩に停車しているた
め、輸送道路が狭隘であることから、出荷トラックは慎重な出入りを強いられ、非効率な作業となっている。
　荷捌所積込スペース及び道路の整備後は、不陸の解消及び道路幅が拡幅されることにより、円滑な出荷トラック
の出入が可能となる。また、出荷トラックが荷捌所出入口まで寄せることが可能となるため、フォークリフトの走
行距離が短くなることから、走行時間(運搬時間)が短縮される。効率的な積み込み作業が可能となることから、水
産物輸送・出荷作業時間が短縮し、経費が削減される。

年間陸揚量

かご漁業 (ｔ/年） 49.7

定置網漁業 (ｔ/年）

①

1,046.1

タコ漁業 (ｔ/年） 105.6

イカ釣り漁業 (ｔ/年） 64.9

刺網漁業 (ｔ/年） 226.2

2

刺網漁業

1.10

(人/台) 2

5.5

刺網漁業 (t/台） 5.5

(t/台）

かご漁業 (t/台） 5.5

作業人数

定置網漁業 (人/台)

③

(人/台) 2

車両積載量

定置網漁業

かご漁業

②

8.0

2

(人/台)タコ漁業 2

タコ漁業

作業時間

(整備前)

かご漁業 (時間/人) 0.73

かご漁業 (時間/人)

定置網漁業 (時間/人)

労務単価

刺網漁業 (時間/人) 0.73

タコ漁業 0.73

イカ釣り漁業 (時間/人) 0.73

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

(t/台） 5.5

イカ釣り漁業 (t/台）

⑤

0.67

(時間/人)

定置網漁業 (時間/人)

④

1.00

(時間/人)タコ漁業 1.10

イカ釣り漁業 (時間/人) 1.10

刺網漁業 (時間/人) 1.10

イカ釣り漁業 (人/台)

(整備後)

かご漁業 (円/時間) 2,210

イカ釣り漁業 (千円/年) 20

刺網漁業 (千円/年) 66

かご漁業 (千円/年) 15

322 ⑦の合計

刺網漁業 (円/時間) 2,210

年間便益額

定置網漁業 (千円/年)

⑦

190

①/②×③×(④－⑤)×⑥/1,000

(千円/年)タコ漁業 31

定置網漁業 (円/時間)

⑥

2,210

毎月勤労統計調査　全国調査・地方調査
（令和7年5月）：一般利用者

(円/時間)タコ漁業 2,210

イカ釣り漁業 (円/時間) 2,210
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⑥

年間便益額 （千円/年) ⑧

⑨

年間便益額 （千円/年) ⑭

⑮

⑯

⑰

年間総便益額 （千円/年) ⑱

外郭施設整備による外来船の漁場までの航行時間の短縮

　近年、三石漁港の静穏が悪いことから、従来より三石漁港で陸揚げしていたイカ釣り外来船が、他港で陸揚げし
ている状況にある。外郭施設の整備後は、三石漁港の静穏が確保され、安全な陸揚げが可能となることから、他港
へ移ったイカ釣り外来船は、三石漁港へ戻ってくると考えられる。
　整備後、三石漁港へ戻ってくるイカ釣り外来船は、漁場までの移動距離が短くなることから、航行作業に要する
労働力の削減が図られる。なお、現在及び今後における所要時間については、漁協ヒアリングより把握した。

区分 数量 備考

イカ釣り外来(5～10t)

漁船隻数

イカ釣り外来(3～5t) （隻）

①

1

イカ釣り外来(5～10t) （隻） 4

イカ釣り外来(10～20t) （隻） 7

(千円/年) 2,729

⑥

イカ釣り外来(10～20t) (円/時間) 2,508

(日/年) 20

イカ釣り外来(5～10t) (日/年) 20

(時間/日) 9.00③

イカ釣り外来(10～20t) (時間/日) 9.00

イカ釣り外来(3～5t) (時間/日) 5.00

⑦

イカ釣り外来(3～5t)
令和5年漁業経営調査報告(農林水産省大臣
官房統計部、令和7年3月）より

①×②×(③－④)×⑤×⑥/1,000

(整備前)

往復航行時間

(整備後)

イカ釣り外来(3～5t)

作業人数

イカ釣り外来(3～5t) (人/台)

②

3

イカ釣り外来(5～10t) (人/台) 3

イカ釣り外来(10～20t) (人/台) 3

イカ釣り外来(3～5t) (時間/日) 9.00

イカ釣り外来(5～10t)

(円/時間) 2,075

イカ釣り外来(5～10t) (円/時間) 2,843

イカ釣り外来(3～5t) (千円/年) 498

イカ釣り外来(5～10t)

5,841 ⑬の合計

前特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ) 527.0

本特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ) 355.0

⑦の合計

(千円/年) 4,185

漁船馬力

イカ釣り外来(3～5t) （PS)

⑩

215
北海道漁船統計表（令和5年）※航行中の出
力馬力は定格出力の80%

イカ釣り外来(5～10t) （PS) 215

按分率 40.2% ⑯/(⑮＋⑯)

5,339 (⑧+⑭)×⑰

イカ釣り外来(10～20t) （PS) 391

イカ釣り外来(3～5t)

イカ釣り外来(5～10t)

イカ釣り外来(10～20t)

燃油重量

(kg/m3)

⑪

820
水産基盤整備事業費用対効果分析のガイド
ライン-参考資料-（令和7年6月、水産庁）

(kg/m3) 860

(kg/m3) 860

96.7

漁船燃料費の削減

イカ釣り外来(3～5t) (千円/年)

⑬

341

①×(③－④)×⑤×⑨×⑩/⑪×⑫/1,000イカ釣り外来(5～10t) (千円/年) 1,315

イカ釣り外来(10～20t)

0.17漁船燃費　　
水産基盤整備事業費用対効果分析のガイド
ライン-参考資料-（令和7年6月、水産庁）

燃油単価

イカ釣り外来(3～5t) (円/l)

⑫

95.7
石油製品価格調査（経済産業省資源エネル
ギー庁資源・燃料部）

イカ釣り外来(5～10t) (円/l)

イカ釣り外来(10～20t) (円/l) 96.7

7,440

イカ釣り外来(10～20t) (千円/年) 4,213

(時間/日) 5.00

イカ釣り外来(10～20t) (時間/日) 5.00

④

イカ釣り外来(10～20t) (日/年) 20

操業日数 ⑤

労務単価

航行作業に要する労働力の
削減

(kg/PS/h)

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査
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(2) 漁獲機会の増大効果
①

漁船隻数 ①

操業日数 ②

イカ釣り外来 ③

増加操業時間 ④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

年間便益額 （千円/年) ⑩

按分率 40.2% ⑧/(⑦＋⑧)

3,205 ⑥×⑨

外郭施設整備による外来船の漁獲量の増加
　整備後、三石漁港にシフトする外来船（イカ釣）は，漁場までの移動距離が短くなることから、漁場での操業時
間の拡大が可能となり、漁獲量が増加する。

区分 数量 備考

イカ釣り外来 （隻） 12

イカ釣り外来 (日/年) 20

1隻当たり時間当たり漁獲
高

14.7

4.00

所得率 56.5%
令和5年漁業経営調査報告(農林水産省、令
和7年3月)

年間便益額 (千円/年) 7,973 ①×②×③×④×⑤

前特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ)

本特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ) 355.0

(千円/時間・隻)

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

イカ釣り外来 (時間/日)

527.0
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(8) 生命・財産保全・防御効果
①

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

エビ篭(5～10t) (m/隻） 22.4

ホッケ・スケソ等刺網(10～20t) (m/隻） 27.8

カレイ刺網(3～5t) (m/隻） 18.5

カニ篭(3～5t) (m/隻） 18.5

ツブ篭(10～20t) (m/隻） 22.4

ホッケ・スケソ等刺網(5～10t)

カニ篭(3t未満) (m/隻） 11.5

エビ篭(10～20t) (m/隻） 27.8

タコ漁業(10～20t) (m/隻） 27.8

カレイ刺網(10～20t) (m/隻） 22.4

タコ漁業(5～10t) (m/隻） 27.8

カレイ刺網(5～10t) (m/隻） 18.5

タコ漁業(3～5t) (m/隻） 11.5

カジカ・ソイ等刺網(3t未満) (m/隻） 22.4

3

6

3

6

10

3

1

4

3

3

6

3

4

1

3

6

バース長

定置網(10～20t) (m/隻）

⑩

29.1

(m/隻） 27.8

ツブ篭(5～10t) (m/隻） 11.5

タコ漁業(3t未満) (m/隻） 18.5

ツブ篭(3～5t) (m/隻） 22.4

ホッケ・スケソ等刺網(5～10t)

ツブ篭(5～10t)

タコ漁業(3t未満)

整備前の陸揚げ利用可能時
間

(時間)

ツブ篭(3～5t)

カニ篭(3t未満)

エビ篭(10～20t)

エビ篭(5～10t)

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

（隻）

②×⑥

三石漁港：-3.5ｍ岸壁（耐震・耐津波）

様似漁港：岸壁階層より

三石漁港：岸壁階層より

操業隻数

定置網(10～20t) （隻）

⑨

2

タコ漁業(10～20t) （隻） 3

カレイ刺網(10～20t)

タコ漁業(5～10t)

カレイ刺網(5～10t)

タコ漁業(3～5t)

カジカ・ソイ等刺網(3t未満)

ホッケ・スケソ等刺網(10～20t)

カレイ刺網(3～5t)

カニ篭(3～5t)

ツブ篭(10～20t)

①×⑤

(ｍ) 70
様似漁港：-5.5m岸壁 120mのうち、屋根施
設分50ｍ（地元沖底船が利用）を除く70ｍ

(ｍ) 90

整備前の利用可能漁船階層

12
様似漁港：陸揚時間（5～17時）より、12時
間

整備後の陸揚げ利用可能時
間

(時間) 15
三石漁港：陸揚時間（5～20時）より、15時
間

整備前の利用可能岸壁延長

整備後の利用可能岸壁延長

整備後の利用可能漁船階層

整備前の1日あたりの陸揚
げ岸壁使用可能延長

(t未満) 300

(t未満) 20

(m/日) 840

整備後の1日あたりの陸揚
げ岸壁使用可能延長

(m/日) 1,350

（隻）

（隻）

（隻）

区分 数量 備考

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

津波対策による漁業活動損失の回避及び施設復旧費の削減
岸壁の津波対策による、震災後の生産額の維持、生産経費の増加回避、施設被害の回避による便益が見込まれる。
また、防波堤の津波対策（粘り強い構造）及び岸壁の耐津波化を実施することにより、災害後における、追加的な
復旧費用の負担を回避できる。
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(隻） 0

ホッケ・スケソ等刺網(5～10t)

エビ篭(5～10t) (隻） 0

陸揚可能隻数

エビ篭(10～20t) (隻） 0

整備後陸揚可能延長÷陸揚時間÷バース長

タコ漁業(10～20t) (隻） 3

カレイ刺網(10～20t) (隻） 3

タコ漁業(5～10t) (隻） 6

カレイ刺網(5～10t) (隻） 3

タコ漁業(3～5t) (隻） 6

カジカ・ソイ等刺網(3t未満) (隻） 5

ホッケ・スケソ等刺網(10～20t) (隻） 0

カレイ刺網(3～5t) (隻） 0

カニ篭(3～5t) (隻） 0

ツブ篭(10～20t)

ツブ篭(3～5t) (隻） 0

カニ篭(3t未満) (隻） 0

エビ篭(10～20t) (隻） 0

エビ篭(5～10t) (隻） 0

(整備前)

(整備後)

定置網(10～20t) (隻）

⑭

2

(隻） 0

ツブ篭(5～10t) (隻） 0

タコ漁業(3t未満) (隻） 0

ツブ篭(3～5t) (隻） 0

カニ篭(3t未満) (隻） 0

0

カレイ刺網(3～5t) (隻） 0

カニ篭(3～5t) (隻） 0

ツブ篭(10～20t) (隻） 0

ホッケ・スケソ等刺網(5～10t) (隻） 0

ツブ篭(5～10t) (隻） 0

タコ漁業(3t未満) (隻） 0

エビ篭(10～20t) (m･h) 41.7

エビ篭(5～10t) (m･h) 67.2

定置網(10～20t) (隻）

⑬

2

整備前陸揚可能延長÷陸揚時間÷バース長

タコ漁業(10～20t) (隻） 3

カレイ刺網(10～20t) (隻） 3

タコ漁業(5～10t) (隻） 6

カレイ刺網(5～10t) (隻） 0

タコ漁業(3～5t) (隻） 0

カジカ・ソイ等刺網(3t未満) (隻） 0

⑨×⑩×⑪

ホッケ・スケソ等刺網(10～20t) (隻）

タコ漁業(5～10t) (m･h) 333.6

カレイ刺網(5～10t) (m･h) 166.5

タコ漁業(3～5t) (m･h) 138.0

カジカ・ソイ等刺網(3t未満) (m･h) 448.0

(m･h) 5.8カニ篭(3t未満)

ホッケ・スケソ等刺網(10～20t) (m･h) 250.2

カレイ刺網(3～5t) (m･h) 55.5

カニ篭(3～5t) (m･h) 37.0

ツブ篭(10～20t) (m･h) 33.6

ホッケ・スケソ等刺網(5～10t)

2.0

ツブ篭(3～5t) (時間/隻) 0.5

カニ篭(3t未満) (時間/隻) 0.5

エビ篭(10～20t) (時間/隻) 0.5

エビ篭(5～10t) (時間/隻) 0.5

タコ漁業(10～20t) (m･h) 166.8

201.6カレイ刺網(10～20t)

3.0

カニ篭(3～5t) (時間/隻) 0.5

ツブ篭(10～20t) (時間/隻) 0.5

ホッケ・スケソ等刺網(5～10t) (時間/隻) 3.0

ツブ篭(5～10t) (時間/隻) 0.5

陸揚所要延長

定置網(10～20t) (m･h)

⑫

116.4

(m･h) 250.2

ツブ篭(5～10t) (m･h) 34.5

タコ漁業(3t未満) (m･h) 111.0

ツブ篭(3～5t) (m･h) 44.8

(m･h)

タコ漁業(3t未満) (時間/隻)

平均陸揚時間

定置網(10～20t) (時間/隻)

⑪

2.0

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

タコ漁業(10～20t) (時間/隻) 2.0

カレイ刺網(10～20t) (時間/隻) 3.0

タコ漁業(5～10t) (時間/隻) 2.0

カレイ刺網(5～10t) (時間/隻) 3.0

タコ漁業(3～5t) (時間/隻) 2.0

カジカ・ソイ等刺網(3t未満) (時間/隻) 2.0

ホッケ・スケソ等刺網(10～20t) (時間/隻) 3.0

カレイ刺網(3～5t) (時間/隻)
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⑯

休業損失回避額(震災1回あたり) （千円/震災1回当たり) ⑱

⑲

⑳

㉑

休業損失回避額(震災1回あたり)【本計画分】 （千円/震災1回当たり) ㉒

移動時間

(整備前)

(整備後)

2.5

タコ漁業(5～10t) (時間) 2.5

4

タコ漁業(5～10t) (人/隻) 3

定置網(10～20t) (時間)

㉖

2.5
三石漁港地先漁場から様似漁港までの往復
70kmを航行速度15ノット(=27.78km/hr)とし
て算定

タコ漁業(10～20t) (時間) 2.5

カレイ刺網(10～20t) (時間)

(時間)

定置網(10～20t) (時間)

㉗

0.3

三石漁港から地先漁場往復8kmを航行速度15
ノット（＝27.78km/hr）として算定

タコ漁業(10～20t) 0.3

(⑰×11/12＋⑰×12/12×0.962)/2　※漁業
活動の段階的な回復を考慮（社会的割引率
4％）

年間出漁日数

定置網(10～20t) (日)

㉔

60

タコ漁業(10～20t) (日) 96

カレイ刺網(10～20t) (日) 60

タコ漁業(5～10t) (日) 96

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

タコ漁業(5～10t) (隻) 6

乗組員数

定置網(10～20t) (人/隻)

㉕

10

（⑭×⑮－⑬×⑮）×⑯

タコ漁業(10～20t) (千円) 0

カレイ刺網(10～20t) (千円) 0

タコ漁業(5～10t) (千円)

タコ漁業(10～20t) (人/隻) 4

カレイ刺網(10～20t) (人/隻)

ツブ篭(3～5t) (千円) 0

カニ篭(3t未満) (千円) 0

(千円) 5,448

タコ漁業(3～5t) (千円) 7,238

カジカ・ソイ等刺網(3t未満) (千円) 4,913

ホッケ・スケソ等刺網(10～20t) (千円) 0

3

休業損失額の回避

16,531

エビ篭(10～20t) (千円) 0

エビ篭(5～10t) (千円) 0

定置網(10～20t) (千円)

⑰

0

カレイ刺網(3～5t) (千円) 0

カニ篭(3～5t) (千円) 0

ツブ篭(10～20t) (千円) 0

ホッケ・スケソ等刺網(5～10t) (千円) 0

ツブ篭(5～10t) (千円) 0

タコ漁業(3t未満) (千円) 0

0

カレイ刺網(5～10t)

令和5年漁業経営調査報告（農林水産省、令
和7年3月）

ツブ篭(5～10t) (千円) 700

タコ漁業(3t未満) (千円) 454

ツブ篭(3～5t) (千円) 343

カニ篭(3t未満) (千円) 304

エビ篭(10～20t) (千円) 0

エビ篭(5～10t) (千円) 0

(千円) 1,640

カレイ刺網(3～5t) (千円) 1,574

カニ篭(3～5t) (千円) 1,431

ツブ篭(10～20t) (千円) 1,393

ホッケ・スケソ等刺網(5～10t) (千円) 824

所得率 56.5%

1隻当たり年間生産額

定置網(10～20t) (千円)

⑮

103,319

年間陸揚金額（R1～R5港勢調査より）、操
業隻数、階層別総トン数から算出

タコ漁業(10～20t) (千円) 8,677

カレイ刺網(10～20t) (千円) 6,395

タコ漁業(5～10t) (千円) 4,361

カレイ刺網(5～10t) (千円) 3,214

タコ漁業(3～5t) (千円) 2,135

カジカ・ソイ等刺網(3t未満) (千円) 1,739

ホッケ・スケソ等刺網(10～20t)

前特定計画における便益対象施設の事業費 (千円) 540,056 前特定計画対象施設：-3.5m岸壁(改良)

本特定計画における便益対象施設の事業費 (千円) 402,000
本特定計画対象施設：-3.5m岸壁(改良)＋北
防波堤(改良)

按分率 42.7% ⑳/(⑲+⑳)

7,059 ⑱×㉑

代替港利用隻数

定置網(10～20t) (隻)

㉓

2

タコ漁業(10～20t) (隻) 3

カレイ刺網(10～20t) (隻)

カレイ刺網(10～20t) (時間) 0.3

タコ漁業(5～10t) (時間) 0.3
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海上移動に要する経費（労務費）削減額(震災1回あたり) （千円/震災1回) ㉚

㉜

海上移動に要する経費（燃料費）削減額(震災1回あたり) （千円/震災1回) ㊱

海上移動に要する経費削減額(震災1回あたり) （千円/震災1回) ㊲

㊳

㊴

㊵

海上移動に要する経費削減額(震災1回あたり)【本計画分】 （千円/震災1回) ㊶

防波堤復旧単価 (千円／m) ㊷

防波堤延長 ㊸

防波堤復旧費 （千円/震災1回) ㊹

㊺

㊻

岸壁復旧費 （千円/震災1回) ㊼

追加的に発生する復旧費の回避額(震災1回あたり) （千円/震災1回) ㊽

震災1回あたりの便益額 （千円/震災1回) ㊾

タコ漁業(10～20t) (千円) 4,735

カレイ刺網(10～20t) (千円) 2,960

タコ漁業(5～10t) (千円) 5,208

(ｍ)

2,670,843

年間総便益額 （千円/年) ㊿
30,270

㊹+㊼

水産基盤整備事業費用対効果分析のガイド
ライン-参考資料-（令和7年6月、水産庁）

㊲×㊵

前特定計画での事業費762,000千円/防波堤
延長110.81m×1.4×H28デフレータ1.484

北防波堤(改良)

㊷×㊸

前特定計画での事業費(S63:90991×
1.595(デフレータ)＋H25:146098×1.579＋
H26:40872×1.510＋H27:264175×1.484

-3.5m岸壁(改良)

㊺×㊻

1,578,714

1,067,940

岸壁

岸壁復旧単価 (千円／m) 11,866

岸壁延長

前特定計画における便益対象施設の事業費 (千円) 540,056 前特定計画対象施設：-3.5m岸壁(改良)

本特定計画における便益対象施設の事業費 (千円) 402,000
本特定計画対象施設：-3.5m岸壁(改良)＋北
防波堤(改良)

按分率 42.7% ㊴/(㊳+㊴)

㉒+㊶+㊽

㊾×(1/75-1/500)×(74/75)
t-1

 (t:施設供用後の経過年数)×(74/75)
ｔ-1

90.0

2,646,654

17,130

防波堤

14,287

(ｍ) 110.5

96.7

燃料重量

㉚＋㊱

14,044
(㉟×11/12+㉟×12/12×0.962)/2　※漁業
活動の段階的な回復を考慮（社会的割引率
4％）

40,118

定置網(10～20t) (kg/m3)

㉝

820

水産基盤整備事業費用対効果分析のガイド
ライン-参考資料-（令和7年6月、水産庁）

タコ漁業(10～20t) (kg/m3) 860

カレイ刺網(10～20t) (kg/m3) 860

タコ漁業(5～10t) (kg/m3) 860

（PS) 391

カレイ刺網(10～20t) （PS) 391

タコ漁業(5～10t) （PS) 215

移動による経費削減額

定置網(10～20t) (千円)

㉟

2,048

㉓×㉔×(㉖-㉗)×㉛×㉜/㉝×㉞/1,000

漁船燃費 (kg/PS/h) 0.17

燃油単価

定置網(10～20t) (円/l)

㉞

95.7

石油製品価格調査（経済産業省資源エネル
ギー庁資源・燃料部）

タコ漁業(10～20t) (円/l) 96.7

カレイ刺網(10～20t) (円/l) 96.7

タコ漁業(5～10t) (円/l)

漁船馬力

労務単価

移動による人件費削減額

定置網(10～20t) (千円)

㉙

6,621

㉓×㉔×㉕×（㉖－㉗）×㉘/1,000
タコ漁業(10～20t) (千円) 6,356

カレイ刺網(10～20t) (千円) 3,973

タコ漁業(5～10t) (千円) 10,808

26,074
(㉙×11/12＋㉙×12/12×0.962)/2　※漁業
活動の段階的な回復を考慮（社会的割引率
4％）

定置網(10～20t) （PS)

㉛

391

北海道漁船統計表(令和5年) ※航行中の出
力馬力は定格出力の80%

タコ漁業(10～20t)

R5漁業経済調査報告より
タコ漁業(10～20t) (円/時間) 2,508

カレイ刺網(10～20t) (円/時間) 2,508

タコ漁業(5～10t) (円/時間) 2,843

定置網(10～20t) (円/時間)

㉘

2,508
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(9) 避難・救助・災害対策効果
①

③

（全損/全損）

（重損傷/全損）

（軽損傷/全損）

（全損）

（重損傷）

（軽損傷）

（全損）

（重損傷）

（軽損傷）

（全損）

（重損傷）

（軽損傷）

（全損）

（重損傷）

（軽損傷）

⑧

（全損）
（重損傷）
（軽損傷）
（全損）
（重損傷）
（軽損傷）
（全損）
（重損傷）
（軽損傷）
（全損）
（重損傷）
（軽損傷）
（全損）
（重損傷）
（軽損傷）
（全損）
（重損傷）
（軽損傷）
（全損）
（重損傷）
（軽損傷）
（全損）
（重損傷）
（軽損傷）
（全損）
（重損傷）
（軽損傷）

⑭
⑮
⑯ ⑮/(⑭＋⑮)

※端数処理のため各項目の和は必ずしも合計とはならない。

東静内・鳧舞漁
港の漁船

(ｔ) 11.10

(千円/隻)

イカ釣り外来船

漁船トン
数

漁船損傷
損失額

(千円/隻) 35,063

(千円/隻) 24,544

春立漁港の漁船

東静内・鳧舞漁
港の漁船

漁
船
損
傷
に
伴
う
損
失
額

0.7

0.2

漁船損傷に伴う損失額係数 ⑤

1.0

⑥＋⑨＋⑩

(千円/隻) 7,013

⑥

春立漁港の漁船

①(隻)

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

(回/年) 8.2

(回/年) 8.2

② 漁期中(通年)における苫小牧港沖・様似漁港沖波
高計観測データ（平均）による荒天日数

漁期中(通年)における苫小牧港沖・様似漁港沖波
高計観測データ（平均）による荒天日数)

(千円/隻) 66,620

(千円/隻)

(千円/隻)

損傷修繕期間

(日/隻)

⑦

55,600

(千円/隻) 11,120

④

(回/年) 4.31

③×④×⑤

漁期中(8月～12月)における苫小牧港沖・様
似漁港沖波高計観測データ（平均）による
荒天日数

(千円/隻) 38,920

漁港整備による海難損失の回避

　現在、当漁港は港内静穏度が悪く、地元漁船が岸壁から離して係留するため、三石漁港沖を操業している漁船(他
港利用)の避難スペースがなく、安全が十分に確保できないために、船籍港や他港へ避難している状況である。外郭
施設の整備により、安全避難水域が確保されるため、沖合が高波浪時においても、当漁港への避難が可能となり、
海難による損失を回避することが可能になる。

区分 数量 備考

港湾投資の評価に関する解説書2011

13,324

1

(隻) 5

年間避難機会

避難漁船隻数

イカ釣り外来船

春立漁港の漁船

⑬の合計×⑯

按分率 53.9%

年間便益額 (千円/年) 302,319

前特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ) 167.0

港湾投資の評価に関する解説書201115.8%
21.8%

(千円/年） 46,879
(千円/年） 62,074
(千円/年） 24,723

167,280

⑬ ①×②×⑪×⑫

(千円/年） 133,496
(千円/年）

(千円/年） 10,922

(千円/隻) 62,280

(千円/隻) 7,517

(千円/隻) 41,743

本特定計画における便益対象施設の整備延長 (ｍ) 195.0

(千円/年） 20,938
(千円/年） 27,377

⑪

イカ釣り外来船

(千円/隻) 46,634

1,080
(千円/隻) 504

人的被害損失額

(千円/隻)

⑩

東静内・鳧舞漁
港の漁船

海難損傷別発生比率 ⑫
7.8%

避難漁船1隻当
りの平均損失
額

イカ釣り外来船

春立漁港の漁船

東静内・鳧舞漁
港の漁船

春立漁港の漁船

(千円/年） 67,199

損失の回避

イカ釣り外来船

令和5年漁業経営調査報告(農林水産省大臣
官房統計部、令和7年3月）
個人経営体調査（漁船漁業3-20T対象）

漁業休業損失額

(千円/隻)

⑨
6,480

⑦×⑧/1,000

港湾投資の評価に関する解説書2011(日/隻) 30

(日/隻) 14

200

漁
業
休
業
損
失
額

港湾投資の評価に関する解説書2011(千円/隻) 200
(千円/隻) 0

180

漁船休業損失額 (円/隻･日) 35,998

(千円/隻) 25,824

(千円/隻) 73,300
(千円/隻) 47,914
(千円/隻) 13,828

(千円/隻) 40,200
(千円/隻) 11,624

(千円/トン) 5,009 造船造機統計調査（国土交通省）より

(ｔ) 7.00

(ｔ) 13.3

漁船建造費

(隻) 1

調査日：令和7年6月17日
調査対象者：ひだか漁業協同組合

三石支所 職員
新ひだか町 職員

調査実施者：浦河港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

東静内・鳧舞漁
港の漁船

イカ釣り外来船

春立漁港の漁船

東静内・鳧舞漁
港の漁船
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